
令和7年度 第24回公開教育研究大会

生徒エージェンシーを育む
カリキュラム・マネジメント⑶

～生徒エージェンシーをどう育て,どう評価するか～



1.
「生徒エージェンシー」

～ OECD Education 2030 におけるエージェンシー ～



生徒エージェンシーとは
変化を起こすために，自分で目標を設定し，振り返り，
責任を持って行動する能力
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Well-being

生徒エージェンシー
OECD（2019）
鈴木（2021）

国立教育政策研究所（2017）

保護者，教師，コミュニティ，
そして生徒同士との双方向的
な互いに支え合う関係

生徒が幸福で充実した人生を
送るために必要な，心理的，
認知的，社会的，身体的な
働きと潜在能力である

共同エージェンシー
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p よりVUCAとなる未来において，「私たちが実現したい未来（The Future We Want）」
を実際に実現していくために，エージェンシーが必要になるからである。 … エージェンシ
ーとは，「誰かの行動の結果を受け止めることよりも，自分で行動することである。形作ら
れるのを待つよりも，自分で形作ることである。誰かが決めたり選んだことを受け入れるこ
とよりも，自分で決定したり，選択することである」と説明されている。

p 文化的・社会的なコンテクストの違いを認め，「統一的に適応可能な『エージェンシー』の
定義を作ることは不可能だとしても，その概念自体はどのような文脈でも関連性がある」と
している。

p エージェンシーが，一人一人が成長する社会的・文化的な文脈において，親や仲間，地域の
人々などとの関係性を通して育まれるものであるということは，エージェンシーが，生まれ
ながらにして変えられない性格や性質といったものではなく，学習することができるもの
(learnable)であるし，変えることができるもの(malleable)であることにも留意したい。

白井（2020）



2.
これまでの取り組み

～ 生徒エージェンシーを育むカリキュラム・マネジメント ～



取り組みの継続性（R05-07）
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u 公開教育研究大会 研究主題
「生徒エージェンシーを育むカリキュラム・マネジメント」

R05 ⑴ 探究活動を軸としたカリキュラムづくり
R06 ⑵ カリキュラムづくりを見据えた教科融合・連携の試み
R07 ⑶ 生徒エージェンシーをどう育て,どう評価するか

u SSH事業（Ⅲ期目 R06-R10）
「生徒エージェンシーを育む次世代理数カリキュラムの開発と普及」

※ 4つの事業のうちの2つ「探究活動」・「教科融合・教科連携での授業開発」
※ エージェンシー尺度の調査結果を校内研修などに還元



昨年度（R06）の課題から
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東京学芸大学附属高等学校研究部（2024）「生徒エージェンシーを育むカリキュラム・
マネジメント⑵：カリキュラムづくりを見据えた教科融合・連携の試み 第23回公開教
育研究大会を受けて」，東京学芸大学附属高等学校研究紀要, v.62, pp.65-102

“生徒エージェンシーを育む”
生徒エージェンシーの言語化
生徒エージェンシーを育む方法論

“教科・科目の融合・連携”
教科・科目の融合・連携の
意義づけやかたちの整理

継続して
実践を蓄積

“生徒エージェンシーを育む”
観点を主軸に

「評価」について重点的に検討



今年度の教員研修
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回 日 時 研修テーマ

令和6年度第4回令和7年1月27日（月）16:00-17:00 「公開研の振り返り」・「次年度テーマの検討」

第5回令和7年2月25日（火）16:30-17:15 「探究活動での生徒エージェンシー」

第6回令和7年3月27日（木）13:00-15:00
「エージェンシー尺度調査の結果紹介」
「ポンチ絵のブラッシュアップ」

令和7年度第1回令和7年4月28日（月）16:00-16:50 HR運営を学ぼう研修「HRと生徒エージェンシー」

第2回令和7年5月15日（木）16:00-16:50
公開研究会の授業作り研修

「学習モデルとエージェンシー尺度」
第3回令和7年6月23日（月）16:00-16:50

「授業改善研修 ～生徒エージェンシーを
育む授業作りのために～」

第4回令和7年8月27日（水）14:45-16:15
「生徒エージェンシーの『評価』を深める研修
～木村先生と学ぶ，生徒エージェンシー尺度の

具体的な活用と実践事例～」



今年度の教員研修（5月）羅針盤モデルの提示
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＝学習モデル

OECD Education 
Compassをベースに
本校としての

アプローチを書き込む

公開授業の評価の
観点として利用

生徒エージェンシー
の言語化の一環
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今年度の教員研修（8月）評価の方法の検討
u木村先生をお招きし，生徒エージェンシーの育成と評価に
ついて講演，意見交換。

現状の三観点に落とし込んで評価する



3.
今年度の提案

～ 生徒エージェンシーをどう育て,どう評価するか ～



【まとめ】今年度の提案
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教科・科目 または 教科融合・連携単位で，
本校の羅針盤モデルや，エージェンシー尺度調査に
則り，生徒エージェンシーを育む カリキュラム・
単元・授業を提案する。その際，評価の方法を工夫
する。
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令和7年度 第24回公開教育研究大会 趣旨説明

ご清聴ありがとうございました。
本日はどうぞよろしくお願い致します。


